
 
〇通常巡回
・場所：中心街・郊外大型店、ゲームセンターなど。
・日時：月～金曜の週5回、午後3時～午後5時
〇特別巡回

・夏休み特別巡回は７月・8月に6回実施します。

・春休み特別巡回は3月に4回実施します。
・深夜特別巡回は６月から9月にかけて６回実施し、
時間帯は午後10時から午前0時までを予定して
います。

・夜間特別巡回及び休日特別巡回は、イベント開催に
合わせて実施します。夜間は1８時から2０時、休日
は13時から15時の実施を予定しています。

昨年度（令和４年度）の街頭巡回は、JR帯広

駅周辺や中心街・郊外の大型商業施設を中心に

行い、 実施回数は3９2回となりました。
声かけ指導数は５０５人で、前年度より３１人

の増加となりました。内訳は小学生が１４８人、
中学生が1３２人、高校生が2２４人、その他が
１人でした。
前年度から小学生４４人・高校生１４人増加

したのに対し、中学生２３人・その他４人減少
しました。

令和5年6月9日発行
帯広市教育委員会

青少年センター
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声かけ指導を行う際は、青少年との信頼関係を築くことが
必要となるため、以下の点について留意しながら行います。

【声かけの基本事項】
・まず挨拶をする。

・こちらから身分を明かす。

・いきなり注意しない。

・努めて同じ目線になる様にして話す。

（上から目線はしない！）

・なぜ声かけされたか、納得する様に話をする。
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令和４年度の巡回指導状況
～声かけ指導がやや増加～
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第１号

●非行少年等の状況

自転車も交通ルールを
守って安全運転を！

令和５年４月１日からすべての自転車利用者に
対して、「乗車用ヘルメット」の着用が努力義務
になりました。
万が一交通事故となった場合、頭部損傷が重大

な被害につながります！
大切な命を守るために、すべての自転車利用者

はヘルメットを着用しましょう！

青少年センターだより

交通ルール指導が２７３人と、前年度から３０人増加
しました。依然としてイヤホン装着しての自転車走行及
び携帯電話を操作しながらの片手走行並びに逆走が主な
指導の内訳です。また、2７3人中２２４人、約８２％が
高校生に対する指導で、前年度とほぼ同じ割合です。
ゲームセンター入場などの小中学生の校則周知が１９

4人と前年度より１０人減少しておりますが、特に春休
み・夏休みに集中しています。
違反行為やマナー違反などの一般指導が３８人と前年

度から２１人増加しました。また、喫煙等の不良行為は
０人であり、昨年より１０人減少しました。

●SNS利用に起因する福祉犯被害少年の現状
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令和４年度街頭巡回指導人数（小中高別）
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30人の増加

21人の増加

令和５年度の巡回について

『子ども１１０番の家』
の登録にご協力を！！

Q. 『子ども１１０番の家』の

旗などの用意はどうすればよいの？

A. お申込みを受けた帯広市青少年センター

が、のぼり旗とポールをお渡し、ご説明

いたします。

申し込みは、まず青少年センターまでご連絡を！

（直通：０１５５－６５－４１６１）

近年の青少年の行動傾向を踏まえ、令和５年度は以下
のとおり巡回を計画しています。

青少年の非行を防止し、健全な育成を行うためには、地
域の皆さんのご協力が不可欠です。今年度についても引き
続きご協力のほどよろしくお願いいたします。

10人の減少10人の減少



少年の非行や犯罪
被害に関すること

0120-3882-86
   月～金(祝日、年末年始を除く)
　　　１０時～１７時

　　２４時間いじめ相談

0120-677-110
   月～金(祝日、年末年始を除く)
　　　8時45分～17時３０分

少年相談１１０番
（北海道警察少年サポートセンター）

0570-0-78310 　毎日24時間
　　(全国統一ダイヤル)

相　　　談　　　窓　　　口 電　話　番　号 受　付　時　間

　教育やいじめ等
子どもに関すること

　　こども専用フリーダイヤル
　　（北海道立教育研究所）

0120-3882-56 　毎日24時間

青少年を守るために
【北海道青少年健全育成推進本部資料より】

～手をさしのべる優しさと勇気を～

地域で青少年を育み, 非行の根絶に取り組みましょう！

非行防止への糸口 ～ 子どもと向き合って！

◆ 「大切なことは伝えましょう。」
…子どもに物事の善し悪しをきちんと伝えることは大事なことです。

◆ 「言ってもきかないと諦めないで、話しをしましょう。」
…小さな変化を少しずつ積み重ねていけば、あとで振り返ると、きっと大きな変化につながるものです。

困ったら

左記機関

にご相談

下さい。

令 和 ４ 年 度 帯 広 市 青 少 年

「い じ め ・ 非 行 防 止 標 語」

【最優秀賞】・帯広市立緑園中学校
２年 金津 快青さん

「考えて 送信ボタン 押す前に」
【優秀賞】 ・帯広市立南町中学校

２年 山崎 樹さん

「思いやり みんなが持てば いじめなし」
・帯広市立川西中学校
１年 太田 歩さん

「「いじりだよ」 いやそれ違う 「いじめです」」
・帯広市立清川中学校
３年 奥山 春加さん

「つなげよう ひとりひとりの 感謝の輪」

〇 帯広市では、青少年の健全育成事業の一環として、３年に一度、
市内中学生を対象に「いじめ・非行防止」についての標語を募集
しており、今回は令和４年度に実施しました。

〇 応募総数２，２１４点の作品の中から審査の結果、入選作品
４４点（最優秀賞１点・ 優秀賞３点・佳作４０点）が選出され、
帯広市教育長より表彰されました。


